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■ 風力業界で未解決課題であった風車に対する風の乱れ(ウィンドリスク)に対して，NEDO技術開発機構の産業技

術研究助成事業(若手研究グラント)に採択され，研究代表者として3年間の研究開発を実施． 

■ 本研究を通じ，候補者はRIAM-COMPACT®を駆使し，世界で初めてウィンドリスクの存在を視覚的に特定するこ

とに成功．その力学的機構を解明した．一連の成果に対し，2010年科学技術分野の文部科学大臣表彰･若手科

学者賞を受賞．同年には，「日本風力エネルギー学会論文賞」も受賞 

■ 2013年には，内閣府が実施している「第11回産学官連携功労者表彰・環境大臣賞」を受賞． 

■ 2013年3月に発生した太鼓山風力発電所の風車重大事故に関しては，候補者が実施した数値風況診断の研究成

果が，NHKにて全国放送された．また，日刊工業新聞版全国版，日経産業新聞全国版，朝日新聞全国版等に掲

載され，各方面から高い評価を受けた． 

 

研究背景と目的 

現在，風力発電の有効利用が全世界的に急速に拡大

している．その一方で，風車建設の適地は海岸地区から

山間部に移動しており，複雑地形上に風車を建設せざる

を得ない状況となった．その結果，風車近傍の僅かな地

形の凹凸や地表面粗度の急変が作り出す風の乱れ(ウィ

ンドリスク)が原因で，①風車の発電成績が計画段階より

も著しく悪い，②風車の故障が多発する，などの事例が

新聞などで数多く報道されて問題になっている(図1を参

照)．候補者は，地形起伏の変化や地表面粗度の急変に

起因した地形乱流が風車の故障や事故を誘発し，これが

風力業界で最重要検討課題になることにいち早く着目 

し，問題解決に向け研究開発を数年間実施してきた．着眼点の優秀性が認められ，NEDO技術開発機構の産業

技術研究助成事業(若手研究グラント)に採択され，「空間解像度10m以下の詳細地形構築技術の開発とそれを

用いた風力タービンハブ高さ周辺の風の乱れの視覚的評価」というテーマの下，研究代表者として2006年から3

年間の研究開発を実施してきた．その後も，継続的に風車重大事故に与える地形乱流の影響を研究している． 
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